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岡村 敬 二(大 阪府立夕陽丘図書館)
(1)世 界 を映す、 日本が映 る 序 にかえて
1)
ルーディ ・ラッカーの 『ホワイ ト・ライ ト』 というSFの なかに 「形相の図書館」 という
のがでて くる。それは諸個人の、可能性のある生涯の全部を完璧 に書いた書物 を厳選して収
蔵するとい う図書館の ことで、 この図書館 の司書 はこう説明 している。「形相 の図書館 は精
選されていてね。テーマが人間理解の基本的範疇にあって、徹底的に表現 してある本 しか収
蔵 しない。部分的な、異星の、あるいは特異的な作品には興味がない。現実 に地球にある重
要な形相 を、完璧かつ決定的に扱った ものだけを、カタログに載せている」 と。そして、 こ
の図書館は何冊 くらい所蔵 しているのか と問われて、「あなた方の2冊 が使 えるなら、それ
で2471冊 になる」 とその蔵書数 を答えている。
この、「重要な形相を完璧かつ決定的に扱った もの」、 という表現 にも気を惹かれるが、そ
の2500冊 た らずの冊数にもたいそう興味をおぼえる。それは、ひとが一生かかって読み うる
本の数 に関係 した、ある 「理想」の書物の数か もしれない。 またはそのようにひ とが読むと
いうことなどとは関わ りのない、世界のある模型 としての数であるのか もしれない。
これまで、たとえば 「理想の図書館」 とい うかたちで古今東西の書物を編纂物や目録、収
蔵書 として"封 じ込 め"よ うとする試みはい くつかあった。古 くは70万巻 ものパピルスの巻
子本を蒐集し 『ピクナス』 という目録を編纂 したといわれるアレクサンドリア図書館。それ






る世界の範型 としての収蔵であった。写本、飾 り文字、細密画などによる書物製作の場で も
あったこの図書館では 「範型」の収蔵だけでな く字義通 りの、封 じこめ ・保管 ということも
大 きな役 まわりのひ とつであった。
さらに19世 紀の末には、デザイナーでかつ17、18世 紀絵画の蒐集家で もあったジャック ・
ドゥーセ かれはレースやサテン ・シルクなどその素材にたいする趣味のよさと良い仕事
ぶ りにより女優や王室のひとび とに愛好 されたのだが アンドレ ・ブル トンとかれか ら紹
介を受 けたルイ ・アラゴンに、 ドゥーセ図書館充実のため購入図書の リス トを作成する仕事
を依頼 した。その リス トには、カン ト、ライプニッツ、マラルメ、ランボー、 リラダン、サ
ドらの名前があがっていたといわれるが、 これ もかれ らによる世界反映の所産であった とい
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えようか。
これ らはいずれも書物 として対象化された世界の 〈すべて〉を、そしてまたそれを厳選し
て編纂 し蒐集することで世界を映 し出そうとする試みであった。さらにまた、そうした集積
や目録化 とは別に、それらの書物群 を 「分けてわかる」ための分類や、書物群 という迷宮を
分 け入って到達するための索引などの手だても、原初的にはこうした、映された世界 を整序
し手i探りするための技法であったということもあわせて言ってお こうと思う。
さて、世界 を書物でもって語 らせるという方法には大 きくふたつある。ひ とつは、〈すべ




もうひ とつは、世界を模型構造 として見ること、つまり書物 を手だてとして ミニアチュー
ルに世界 を見立てるというものである。小さ く細密的に精選 し厳選して書物群 を目録 として




かしなが ら、集積 され編纂され目録化 された図書群 は、そのように世界を映し出し、それぞ
れの時代 を反映 し、世界のミニュアチュール としての鏡であることの契機 を内に含みもって
いるとい うことは言ってよいだろう。
世界を日本 という 〈世界〉にお きかえてみると、 日本 を映す書物(の 群れ)と は日本にお
ける図書 目録や個人の蔵書 目録の類であった。詳述する余裕 はないが、い くつか歴史にそっ
てあげてみる。
藤原佐世が勅命 を奉 じて編纂した 『日本国見在書目録』(9世 紀末)、 これは日本に伝存の
漢籍目録であり、日本を映す図書目録 とはいえぬかもしれぬが、漢籍をつうじて海外中国の
文化を吸収 ・利用して権力を保持した勢力 を示す という意味で は逆 に一層その時代の日本 を
映していたともいえよう。 またほかに国書の目録 としては、分類の範にもなった といわれる
『本朝書籍 目録』があり、それは13世紀の終 りに編纂された。
近世にはいってから江戸幕府書物奉行の林復斎 らは四庫分類により紅葉山文庫の漢籍を整
理 し 『重訂御書籍 目録』を編纂した。 また塙保己一は幕府に請願 して民間の国学研究機関で
ある和学講談所 を設立 し、〈日本〉の書物のある体系である 『群書類従』編纂 のため各地の
典籍を収集し書写 させて収蔵 していった。『和学講談所蔵書 目録』はその蔵書目録である。
さらに この時代 には武士、町人、僧侶 を問わず数多 くの個人 の蔵書家が登場 した。塙の
『群書類従」編纂を助 け、みずか らも類書 『古今要覧稿』を著わした幕府の奥右筆屋代弘賢









日本の名著 毎日新聞社編 毎 日新聞社1976(中 高の教科書を参考に古典56点 ・現代78点)
世界名著大事典 平几社1960一
近代 日本名著解題 岡野他家夫 有明書店1962
日本の名著 近代の思想 桑原武夫編 中央公論社1962(戦 前の、文学を除いた哲学・政治経済社会・歴
史 ・文学論など50点)
日本近代の名著 一その人と時代 エコノミス ト編集部編 毎日新聞社1966(日 本近代の歩みを50の名著
で示す)
近代 日本名著 と文献 岡野他家夫 有明書店1967
現代人のための名著 会田雄次ほか 講談社1968(19世 紀か ら現代までの文芸作品を除く101点。翻
訳 も含む)
名著の履歴書一80人 の編集者の回想 日本エディタースクール出版部1971(昭 和21年 から28年までの
85冊)
日本の名著名言事典 紀田順一郎 講談社1987
一冊で日本の名著100冊 を読む 正 ・続 酒井蔵人 友人社1992文 芸作品各100点
名著の伝記 紀田順一郎 東京堂出版1988叢 書 ・事典や単行本の伝記16点
多 くの蔵書家がその時代のなにがしかの世界 を書物に対象化 し収蔵につ とめた。それらは蔵
書の集積や目録 という形態 によってだけでな く、たとえば、塙保己一の和学講談所 の 「目
録」や 『群書類従』編輯にあたっての国書の 「分類」、尾崎雅嘉の 『群書一覧』の 「分類」、
さらに小山田与清の群書捜索 目録における書物の世界 に分け入 る方法など、間接的ではある
が蔵書や目録 としての 〈日本〉の表出 とあい通 じるものがあると思う。
このように収蔵書や 目録 として日本 は映 されてきたわけだが、そのひとつの極 は、〈すべ
て〉 に向か うことで日本を表現 しようとする日本の書誌作成責任機関=国 立国会図書館(帝
国図書館の時代 も含めて)の 全国書誌である。一方、冒頭に述べたようなミニアチュールに
日本 を見立てて目録化する試みのひとつは、日本の名著目録の類である。 日本 を読むため、
また日本を知るために定評のある書物を選定すること、いわぼ日本を目録 として封 じこめる
試みのひ とつである。身近で参照で きたものを示せ ば表1の ようになる。
以上、日本における書物の収蔵や目録のことを述べて きたが、それ らは特に外国に示すと
いうことを意識 して収集 され編纂されたものではない。 もちろんそれ らは必要 にかられて外
国人が参照 し、利用してきた過程はあるだろう。 しかしながら当初より外国人の利用を念頭
において集積 されたわ けではなかったし、外国にたいし日本 を表出することを目的 とした目
録 として く日本〉を封 じこめたわけでもない。本稿で述べようとするのは、 こうした目録 と
は別 に、外国や外国人 に対 して日本を表出する目的で編纂されまた外国人の利用を前提にし
て集積 された日本語資料の目録のことであ り、その源流をなす目録の ことである。ここでは















CommissionNationaledeCoop駻ationIntellectuelleduJapon(知的 協 力 国 際 委 員 会 日本 国 内 委 員
会),BibliographieJaponaise,concernantl'histoirenationaledepuislesoriginesjusqu'瀝afinde
l'駱oqueTokugawa.Principauxouvragesparusen1924,1925et1926.
.CommissionNationaledeCoop靡ationIntellectuelleduJapon(知的 勵 国 際 委 貽 日本 国 内 委 員
会),BibliographieJaponaise,Principauxouvragesparusen1927,1928et1929.ほか にBibliogra-
phieJaponaise(Bibliographiecomprenantlesouvragesd'騁udesdel'駱oqueMeiji)。も出 版 さ れ
た 。
国 際 文 化 振 興 会,IntroductiontoContemporaryJapaneseLiterature『日 本 現 代 文 学 解 題 』
国 際 文 化 振 興 会,K.B.S.BibliographicalRegisterofImportantWorksWritteninJapaneseon







Press.こ れ は1978年 にGreenwoodPressから復 刻 さ れ た 。
国 際 文 化 振 興 会,KB.S.BibliographyofStandardReferenceBooksforJapaneseStudieswith
DescriptiveNotesVoLlgeneralia10まで
国 際 交 流 基 金,AnIntroductoryBibliographyforJapaneseStudies.vol.1,partlSocialScience;
1969-72(1974),part2Humanities;1970-73(1975)以下vo1.3ま で
福 田 直 美,JapaneseHistory:AGuidetoSurveyHistoriesPart2Literature『日本 文 学 史 文 献 解
題 』.CenterforJapaneseStudies,UniversityofMichigan.
北 京 日本 学 研 究 中 心,『 図 書 資 料 部 蔵 書 目 録1985年 一1989年 』 北 京 日 本 学 研 究 中 心(北 京 外 国 語
学 院)
北 京 日本 学 研 究 中 心,「 図 書 資 料 館 蔵 書 目 録1989年 一1991年 』 北 京 日 本 学 研 究 中 心(北 京 外 国 語
学 院)
(2)〈 ニ ッポン図書 目録〉の源流
外国に向けての 〈ニ ッポン図書 目録〉編纂の原初的な志向は先に述 べた ものと同じであ
る。つまりそれ らは、第1に 、外国人の研究者 ・利用者 を対象にして、書物 を系統的 ・体系
的また網羅的に、時にはそれ を主題 に切って提供するものである。日本研究のための図書解
題、 日本研究のための基本図書 目録、 日本文学史文献解題 のようなもので、そのうちには主
題ごとに、またグレイ ドごとに、〈すべて〉 に向かう意志 を含み もっているといえよう。第
2に は、 日本をよ く示し日本 を代表する書物の目録、精選された名著目録の類である。第3
に、歴史的な状況や社会的な要請 に強いられ、より一層 〈日本〉 を顕現す るため収集 され目
録化されたものである。 これ らを簡単な年表 にして示せば表2の ようになる。
本稿では、先の第2に あたるものとして、知的協力国際委員会の編纂 した"Bibliographie
Japonaise(ニ ッポン著名図書目録)"を 、そして第3と して 「対支文化事業」の一環 で北京
に設立された北京近代科学図書館の収蔵書 ・図書目録 をとりあげてみたい。両者 ともに、海
外 を意識 したニ ッポン図書目録 としては最初期の もので あるし、前者 は第一次世界大戦前
の、オ トレらによる世界書誌学会 との関わ りや国際連盟 の委員会の流れのなかにあり、それ
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ゆえそれは、著名図書 目録ではあるがその内には理念 としての 〈世界〉や思想 としての 〈す
べて〉が内包されていた こと、後者は植民地中国に設立 された日本図書館であ り状況に強い
られまた自らの意志をも前面に立てて、 より一層日本 を顕現 し図書の集積や目録 の編成につ
とめた という理由による。以下それぞれについて述べてい く。
アBibliographieJaponaise(ニッポン著名図書 目録)
知的協力国際委員会の日本国内委員会 により編纂 されたこのニ ッポン図書 目録は正式 には
3冊 あぎ。 明治時代 に出版 され た ものか ら選 んだBibliographieノ穡onaise(一Bibliographie
comprenantlesouvragesd'騁udesdel'駱oqueMeiji)、開闢以来江戸時代 まで の図書 お よび
1924、25、26年 の 「著 名 図書」 を集 め たBibliographieノ穡onaise,concernantl'histoiye
nationaledepuislesorigines勿sg%宕lafindel'駱oqueTokugawa.とPrincipauxouvrages
pawsen1924,1925et1926、 そして1927、28、29年 の図書 か らなるBibliographie
japonaise,Principauxouvragesparusen1927,1928et1929の3冊で ある。 この 目録 の編
纂 を意 図 したの は、第一次世界大戦 後 に国際連盟第24条 の付設機 関設置 および情 報収集 ・頒
布 ・その援助 とい う条項 を根拠 に創設 された知的協力 国際委員会 で、 その設立 はオ トレと と
もに国際 的文化 活動 をお こな って きたラ ・フォンテーヌが1920年 の連盟総会 において設立提
起 の演説 を した こ とが その契機 で ある。 これ らオ トレや ラ ・フォンテーヌに よる国際 的学術
5)6)
活動 お よびかれ らの国 際連 盟 との折衝 とい う長 い前史 について は別稿 を用意 す るので ここで
はそ の流 れだ けを確認 してお きたい。
オ トレ(PaulMarieGhislainOtlet,1868-1944)はブ リュ ッセル生 れ、ルー ヴ ァン大 学
卒 業後弁 護士 として ピカー ル法律事務 所 に入所 した。所長 の ピカール はベルギー の学者 た ち
と協力 して1889年 末 に社会 ・政治学 会(Soci騁馘esEtudesSocialesetPolitiques)を設立
したが 、 その学会 には書誌部会 が付 設 され てお りその部 会長が ラ ・フォンテー ヌであ った。
この出会 いに よりふた りは、共 に手 をたず さえて国際文 化活動 や書誌 作成 の営為 を くりひ ろ
げてい くのであ る。
ラ ・フ ォンテー ヌ(HenriLaFontaine,1854-1943)もまた法律 家で1894年 には社会党上
院議 員 とな り国際平和運動 に大 きな力 を発 揮 し、ベ ル ギー平和 協会 を設立 した。 それ が国際
連盟 の基礎 理念 となった といわれ る。1913年 に はこうした国際活動 の功績 を認 められ てノー
ベ ル平和 賞 を受賞 してい る。
ふ た りはさ きの社会 ・政治学会 お よび その書誌部 会 を基 礎 に書誌 や索 引な どの活動 を国際
的な規模 で展 開 してい く。 そのひ とつ の象徴 はのち に世界 書誌 の原形 とな る図書 カー ドで、
1895年 に は20万 枚 に達 してい た。 また資料 を組織化 し、編成 す るため にオ トレ らはメル ビ
ル ・デ ューイの十進分類法 を知 るこ ととな り、デ ューイの許可 を得 て フランス語 に翻 訳 し研
究 した りす る。 さ らにふ た りは、分 類 や世界 書誌(R駱ertoireBibliographiqueUniver-
se1=UniversalBibliographicRepertory)の理 念 を世 界 に広 めるた め、1895年9月 に国 際
会議 の開催 を企画す る。ベ ルギー政府 も公的 なi援助 を与 えた この会議で、世界 書誌の発展 と
その研 究 の ため国際書誌 学会(lnstitutInternationaldeBibliographie=IIB)を設立す る こ
とを決 定 し、 また、IIBで の決 定 を実行 す るた めの機 関 として、書誌 の ため の国際 事務 所
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(theInternationalofficeofBibliography)を 設けて作業にとりかかること、その構成 は世
界書誌編成に関心を持つ国家 ・行政機関 ・科学協会 ・著述家などとすることなどを決議した。
1900年 のパ リ万国博覧会開催時にはそれにあわせて数多 くの世界会議が持たれた とい う
が、IIBの 第3回 大会 もそうして開催 された会議のひとつであった。会議への公式参加国
は、ベルギー ・カナダ ・デンマーク ・アメリカ ・フランスなど10か国で、デューイはアメリ
カを代表 して参加 した。会議では、世界書誌や個別書誌 について論議がなされ、オ トレはこ
の会議でぐ全国書誌 ・専門書誌 ・選択書誌 ・分析書誌 ・批判書誌 ・包括書誌などがそれぞれ
その特性 を発揮 しシステマティックに相互の関連がつけられるような書誌の試みを提案、そ
れが世界書誌 カー ド目録(RBU)で あると会議を総括した。
1910年 にはベルギー本国で万国博が開催された。これに合わせてオ トレらは5月 に国際学
会連合(UnionofInternationalAssociations=UIA)世界大会 を開 き規約を定 めた。 この
会議 には13か 国、137の 団体が参加 した。そして12の 展示がなされたが、 ドキュメンテーシ




ものであった。 この博物 館 は1913年 まで に、サ ンカ ン トネ ール宮殿(PalaisduCin-
quantenaire)の なかに16室 を確保 し、世界各国についての文化や民族の比較研究がで きる
ようにと標本や資料 を展示 した。
こうした活動にはばく大な資金が必要であるが、オ トレやラ ・フォンテーヌはこの事業 を
手弁当で手がけ、 さらにラ ・フォンテーヌは受賞したノーベル賞の賞金をつぎこんで事業を
持続させていたという。 とはいえそれ らはなん といっても善意 と熱意 に支えられた個人の事
業であり、資金や組織 ・統制面で限界や困難 さが露呈 して くるのも無理か らぬところであっ
た。UIAな ど国際書誌活動の資金的な解決のためにも、またそれを世界的に認知させてい
くためにも、その将来的展望 と方向性 を定める必要にせ まられて きた。
第一次世界大戦勃発によりベルギーはドイツに侵攻 され、オ トレはフランスか らスイス
へ、ラ ・フォンテーヌはアメリカへと亡命 した。戦後かれらはベルギーにもどり、1918年 の
国際連盟の創設 を機に、かれらの活動 を新たな世界秩序のなかに位置付 けるべ く連盟にたい
して積極的なアプローチをかけてい く。つまり、かれ らの活動 を連盟の活動の一環にしよう
と試みたのである。オ トレらと連盟 との折衝はかな り激 しいもので、各国連合 という連盟の
組織的な問題や個人的な思惑 もか らんで難航 した。以下、「著名図書」や 目録編纂 にかかわ
る点を中心に述べていく。
オ トレやラ ・フォンテーヌも参加した1919年 のパ リ講和会議において、ベルギーの全権大
使ポール ・ハイマンスが、連盟 は国際知的関係の機関を確立することを誓約 した条項をつけ
くわえることを提案したが論議 されずその提案は撤回されていた。その後オ トレらは連盟の
機関 としての 厂世界知的センターについて」 といった論文 を発表 しその実現 に力 をそそい
だ。4月 にな りパ リ講和会議では連盟は規約 を採択 しエ リック ・ドリュモ ンドが連盟の事務
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オ トレらの主張の根拠 となっていたのは、連盟規約24条 の設置条項で、一般条約 による既
設の国際事務局は当事国の承諾があれば連盟の指揮下に属 させることができる、 というもの
であった。たとえば国際労働機関などとおなじような機関の設置を期待 し、UIAな どを世
界的 ドキュメンテーション事業の中心的機関 として位置づけたいと考えていたのである。 こ
の交渉の相手 は事務局の ドリュモン ドとのちに知的協力国際委員会の部長 となる新渡戸であ
った。
1920年11月15日 ジュネーブで開かれた国際連盟第1回 総会でベルギー代表であったラ ・フ
　　
オンテーヌは、第2委 員会の発表者 として発言の機会を得た。 そこでかれは年来の国際的文
化活動の理想 ・理念を語 り、かれ らの活動 を基礎 とした知的作業 の国際機関(international
organizationofintellectualwork)の 設立 を提起 した。知的労働の組織化 ということばを知
的労働 の労働組合への組織化 と誤解するメンバーもあったが、かれの提案 は拍手喝采でむか
えられた。
しかしなが ら事務局の新渡戸 らは慎重な構 えで、3月 の連盟理事会ではスペインのクイノ
ネス ・ドゥ ・レオンがUIAと 連盟 との関連 を報告、論議のすえ事務局でさらに研究するこ
ととなった。それを受けて事務局の新渡戸 はオ トレにたい し、現時点では時期尚早であり世
界にその理念をひろめるのに3、4年 待つべきであるとの趣旨の書簡 をお くり、理事会の決
定をつたえた。翌21年9月 、フランス代表 レオン ・ブルジョアにより審議委員会を持つ こと
　
が提案 され、22年5月 これ らの経 過 をふ まえて知 的協 力 国際委 員会(lnternationalCom-
mitteeonIntellectualCo-operation)のメ ンバーが任 命 され委員 会が発足 したので ある。
これ以後 も、オ トレらのUIAやIIBと 連盟 ・知的協力 国際委員会 との間 には まだ まだ激
しい綱引 きが あったのだが、 ここで は、 この知 的協力 国際委員会 の所産 であ る 『著名 図書 目
録 』 には、かれ らのそれ まで の世界 宮殿 を拠点 とした世界 書誌へ の夢 と理想 が この ように深
く刻印 されてい るのだ、 という ことを確認 す るにと どめたい と思 う。
この知 的協 力国際委員 会 のメンバ ー は12名 であ った。 かれ らはその国を代 表す る もので は
な く、世 界的 に著名 な学者 ・哲学者 な ど学 識経 験者 か らえ らぼれ た。 ア ン リ ・ベル グ ソ ン
(フ ランス学士院教授 ・哲学)、 キュー リー ・ス クロ ドースカ夫人(パ リ大学教授 ・物理学)、
アルベル ト ・ア イン シュタイ ン(ベ ル リン大学教 授 ・物 理学)、 ギルベ ル ト ・マ レー(オ ッ
クス フォー ド大 学教授 ・ギ リシャ哲学)、 バ ンネル ジア(カ ル カ ッタ大 学教授 ・経 済学)、 ボ
ンヌヴ ィー(ク リステ ィニ ア大 学教授 ・物 理学)、 カス トロ(リ オ デジ ャネイ ロ大学教 授 ・
薬学)、 ジ ュ リー ・デス トレー(ベ ルギー前 文部 大 臣)、 バ ール(マ ン ト・ウル ソン研究所所
長 ・イギ リス)、 レイ ノール(ベ ルヌ大学教授 ・フラ ンス文学)、 ル ツフィニ(チ ュー レン大
学教授 ・教会 法学)、 ケヴ ェ ド(マ ドリッ ド電気 工業研 究所 所長)ら で、部長 は新渡戸稲 造
で あった。 オ トレや ラ ・フ ォンテー ヌは選 ばれずベ ルギー か らはジュ リー ・デス トレーで あ
った。 この予想外 の任命 に は新 渡戸 もシ ョックで あ った と述べ てい る。
この委 員会 の第1回 会議 は8月 に開催 された。 国際大 学 ・国際 図書館 ・書誌 の国際的な組
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織化など、オ トレらの世界宮殿 の活動 と関連する多 くの議題が討議 された。ベルギーのデス
トレーはIIBの 活動をとり上げ、他のメンバーは統一的分類の必要性 に言及 した。書誌に
ついてはカレントなもの と遡及的な ものとにわけられ、 とりわ け前者 の必要性が強調 され
た。そして委員会 は、 これ ら書誌や目録についての問題 を検討するための小委員会の設置を
決め、ベルグソンを委員長 とした。そのメンバーはデス トレー、キュー リー夫人 らで、ほか
に4人 の専門家が選 ばれ、そのうち3人 は図書館員であった。著名図書目録 は主 としてこの
小委員会で検討 されることとなる。
10)
第1回 会議での研究事項を整理 して まとめてみるとつぎのようになる。1.世 界の学者の
生活状態 を調査すること、2.学 者が生活 に困窮 している国にたいして救済策 を講 じること、
このふたつはとりわけ第一次世界大戦で甚大な被害 を蒙った国にたいする援助 ・協力 という
性格のものである。3.著 作権および特許権 にかんする研究、4.世 界の大学間の連絡協力 に
かんして、5.国 際的図書 目録の編纂、であった。 この 「国際的図書 目録の編纂」が先 に述
べた小委員会で検討されたのである。
23年5月 、オ トレを迎えて世界宮殿で開かれた小委員会での協議の結果、IIBの 先駆的な
仕事 は可能なかぎり利用 されるべ きであること、世界書誌(カ ー ド目録による)の 提供 とい
うサービスを小委員会は考慮 しているが現在、統一的な分類システムの提示や主題目録の確
立 はまだ時期尚早であり、ただ著者名のアル ファベ ッ ト順のカー ド目録 について はIIBで
蓄積 されたものから選ぼれるべ きであること、そして知的協力国際委員会 はこうした研究を
連盟の援助のもとになすべきことなどが結論づけられている。
7月 の知的協力国際委員会で この結論 は承認され(IIBで も後の世界会議のお りに承認の
決議がなされている)、当面、国際図書館の設立や世界各国の全知識領域にかかわる書誌関
連機関や逐次刊行物のリス トである 『書誌索引(lndexBibliographicus)』 の編纂が確認さ
れた。後者の企画は9月 の総会でただちに承認され、その作業 には可能なかぎりIIBの 仕






ては、まず物理学 ・生物学 に関する目録の刊行が検討された。 これら刊行物の国際的流通の




品の翻訳問題な ど独 自の活動が活発 に展開されていく。 また26年 には世界各国の博物館の出
品交換 ・写真の複写などのため国際博物館事務局の設置 も提案 され、多分野の活動が展開さ
12)
れた。あわせてつけ くわえておけば、1923年9月 の関東大震災に対 し第4回 連盟総会の決議
に基づ き帝国大学図書館 の復興援助 のため世界各国に図書の寄贈の檄 を飛ばしたのもこの委
426
33〈 ニ ッポ ン図書 目録〉の系譜
員会であった。
知的協力国際委員会のメンバーは26年 まで議長 をベルグソン(フ ランス学士院哲学教授)
がつ とめたが、同年、ローレンツ(オ ランダ ・ライデン大学教授 ・物理学)と 交代 した。 こ
の時点での委員会は4つ の小委員会からなっていた。大学連絡 に関する小委員会、科学お よ
び書目に関する小委員会、文学および美術 に関する小委員会(25年7月 設置)、知的所有権
に関する小委員会の4委 員会である。先の委員がそれぞれの担 当にあたっているがほかに文





組織編成について もう少 しのべてお く。知的協力国際委員会 の予算 は不足がちで23年9月
の総会で もベルグソンはその窮状 を訴 えたが、ベルグソンの懇請の甲斐あって氏の選出国でユの
あ るフランス政府 は、24年6月 パ リに知 的協力 国際協 会(InternationalInstituteofIntel-
1ectualCo-operation)の 設立 お よび、年間300ポ ン ドの支給 を申し出た。 この国際 セ ンター
の申 し出 は、 資金不足 に悩 んでい た連盟 に とって は朗 報 で はあ ったが、UIAを 知 的協力 国
際委員会 の事務 局 に、 と考 えてい たオ トレや ラ ・フ ォンテーヌ に とって は大変な強敵 であ っ
た。 オ トレ らは、 ち ょうど開催 す る ことになっていたUIAの 世 界会議終 了 まで決定 を延 期
して くれ る よう連 盟 に依頼 した。結局、会 議終了 の9月9日 、連 盟 は基本 的 にはフラ ンス の
申 し出 を受 け入 れ る と決定 した。 ただ総会 で は知 的'協力 国際委 員会 に、 このパ リの協 会 が
UIAや10B(theInternationalofficeofBibliography)などの既存 の団体 と協力関係 を持
つ ようこ ころが けね ばな らない、 とオ トレらを配慮 した結論 をつ け くわえてい る。
この、パ リに本拠 を持 つ知 的協 力 国際協 会 は、26年1月 に開会 式 を挙行 し実務 に とりかか
った。 この協会 は、知的協力 国際委員会 の監督下 にあ る事務局 で、委員会 の決議 を実行 す る
ための執 行機 関で あ った。会長 はル シエ ール(フ ラ ンス視学 総長)、 役員 はパ ンル ヴェ、 デ
ス トレ、 ロー レンツ、マ レー、 レイノール、ル ツフ ィニで、美術 部 ・大学部 ・文学部 ・情報
ユらラ
部 ・科学部 ・法律部 ・総務部からなり、それぞれの部長は各国の学識経験者が選任されてい





生かされることにはなった。 しかしながらそれはオ トレらの夢見ていた世界の一元的 ・中央
集中的な書誌活動ではなく、各国で構成 された国際連盟 という連合的な活動であった。つま
り世界書誌 という概念は、その膨大さ ・困難性 ともあいまって、世界の 〈すべて〉の図書 を
一元的 ・網羅的 ・体系的に編纂するという方向から(そ の意志 を確実に内にのこしなが ら)、
まず 「書誌の書誌」を編纂すること、入手にいたる手だてを明示すること、体系をつ くるた
めの手段 を研究することといった、分割的で相互の協力的な方法に変化 してい くことになっ
た。具体 的に は、『図書索引(IndexBibliographicus)』 の全世界 の逐次刊行物 の一 覧や
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このように19世紀から20世紀 という世紀の変わ り目は、書誌、 とりわけ大規模な世界書誌
や雑誌類の索引などは、個人の営為から専門の集団的 ・組織的な作業へと移行 してい く時期
ではあった。だか らこそオ トレらのこうした個人 の発意による構想は、一層理想に燃 え、思





teeonIntellectualCo-operation)の 設立 とい う形 になってあらわれる。 これは、 もともと、
第一次世界大戦に被害 を受けた疲弊国にたいす る調査 とその援助 を目的 に成立させた もの
で、オース トリア、ブルガリア、エス トニア、オランダなどがまず国内委員会 を設置した。
国内委員会のかたちは各国ごとさまざまで、委員制や、既設の機関の利用、大学や学士院 を
指定するものなどいろいろであった。23年8月 の第2回 知的協力国際委員会においては疲弊







こと、美術 ・音楽分野を欠いていること、後者にしても、学会や音楽 ・美術団体 との関わ り
が少ないことの理 由で、新たに団体を設立することになったようである。そして1926年5月
30日 、東京丸の内銀行倶楽部 において学芸(知 的)協 力国内委員会の発会式および相談会が
もたれた。出席者 は山田三良(帝 国学士院 ・帝国大学法科大学教授)、 姉崎正治(帝 国学士
院 ・帝国大学文科大学教授)、 宮島幹之助(衆 議院議員 ・北里研究所理事兼部長)、 小村欣一一
(侯爵)、 粟屋謙(文 部省専門学務局長)、 加藤外松(連 盟協会主事)、 菊沢季麿(文 部省専門
学務局学術課長)、 栗山茂(外 務省条約局第三課長)で あった。
会 は、栗山、山田の成立事情の説明から始まった。それによると、事前 に各方面 と折衝 し
た結果、帝国学士院が主 とな り連盟協会が事務局的任務を持つこととなった、 とのことであ
る。国内委員会の委員については、先の山田 ・姉崎 ・宮島 ・小村 ・粟屋および長岡春一の6
名が決 り、山田が委員長 となった。幹事 は加藤(連 盟協会 との折衝)、 菊沢(文 部省 との折
衝)、 栗山(外 務省 との折衝)と し、事務所 は芝公園の協調会館国際連盟協会内学芸協力委
員会 とした。そして内部 での分担 については当面、大学連絡部(山 田)、学術研究部(宮
島)、文学美術部(姉 崎)、 演芸音楽部(小 村)の4部 制で運営することとしている。さらに
428
33〈ニッポン図書目録〉の系譜
知的協力国際委員会 に対 しわが国からも委員 をだす こと、外務大臣が適任者 を推薦すること











書の目録および1924、25、26年 の問に出版された哲学 ・歴史 ・文学 ・考古学 ・人類学 ・美術
関連の 「著名出版物」の目録が出版 されたのである。 この著名目録 は知的協力国際委員会の
ほか各国の学術団体、図書館などへ頒布された。この作業 は継続 して続けられ1928年 には、
27年分が作成されている。
20)
この著名目録 は各国でも編纂され、28年7月 の 『国際知識』の報告によれば、1924年 版 は
20か 国、25年 版は26か 国、26年 版 は33か国で著名図書の刊行があったとされている。また、
各国が著名図書 として推薦する数 は各国の出版事情 により制限されてお り、40点 、20点 、10




催 され、 日本か ら国内委員長の山田三良が参加 した。 この会議での山田の発言か ら、 この時
期の日本委員会の活動の状況をうかがうことができると思われるので少し記 してお く。山田
の報告によれば会議の参加者はドイツ、オース トリア、ベルギーなど28か国で、知的協力国
際委員会部長は新渡戸更迭 のあとの連盟事務次長 ドフール ・フェロンスであった。山田は日
本の国内委員会の組織等 を説明 したあ とその事業や活動 について、国際委員会やパ リ国際協
会の要請 にたい してわが国は忠実に任務をはたしていることを述べたあ と、28年 以来編纂し
ている 『英文日本美術年鑑』をとり上げ、それは 厂東西文化の融和接近 に資せんが為」に刊
行 しているもので 日本の美術界 ・美術教育 ・展覧会 ・博物館 ・国宝についての情報や年度 内
の著名な作品や名作が紹介される、と説明 している。 この年鑑については続いて開かれた国
際委員会の冒頭で議長のギルバー ト・マレーから、委員会 は世界各国の文化生活すべての情
報 を収集 しなければならぬが この日本の 「英文 日本美術年鑑』はその好例である、 と称賛 を
受 けた。
さらに山田は、国際委員会にたいして各国の文化 にかんする資料 と報告を収載 した 『国際
文化年鑑』の創刊を提案 した。それは、その時点で発行 されつつあった各国の 「著名 目録」
を更 に拡充して主要出版物解題書 目とし、文学 ・美術 ・演劇 ・映画 ・音楽な どの人文科学、
自然科学、教育 ・宗教 ・政治 ・経済 ・国際関係にかんす る事項について5万 字以内で提出す





























分 類 点 数
私 撰 、 家 集、 歌 合 、
百 首、 千 首、 類題 、




















発行 を可能ならしむべ き方法 に
おいて博物館、図書館その他の
年鑑等文化的生活 に関する情報
の発行 を尽力すること」 との決議 となった。 これ ら山田の報告から察するに日本の委員会の
活動 は他国に比べてもかなり活発で 『国際知識』の 「本協会ニュース」の日誌 をみても例会
など頻繁 におこなわれていた。
また、 この委員会では、ポーランドの委員か ら現在パ リの国際協会が実施 している 「著名
目録」 についてその編纂が不完全であり実際上問題があるので編纂方法を修正すべ しとの提
案 も決議 され、 この著名図書 目録の編纂について不満がだされた、と山田は報告している。
この世界 の著名 目録 は数年にわたって刊行 されてきたが、選択の方法や編纂方法の困難 さの
ゆえか、1929年 版の刊行をもって中止 ということになった。
以下、本邦初のニッポン図書目録 ともいうべ き 「著名 目録」の内容 についてみてい く。 こ
の目録 は3冊4部 からなっている。まず、 日本 の開闢以来江戸時代 までの図書を集めたもの
と1924、25、26年 の 「著名 目録」を集めたBibliographie,japonaise,concernantl'histoire
nationaledepuislesorigines勿sgπ 宕lafindel'駱oqueTokugawa.およびPrincipaux
ouvragesparusen1924,1925et1926で、1928年4月 に刊行 されている。前半の古典 の著:
名目録の注によると、 この目録 は日本の国史 に関する概括的な参考資料を提供するもので、
リス トには日本の歴史的起源 を示す と思われ る主要な著作だけを収録、よ り正確にい えば
1868年 以降に翻刻 ・再版されたものを収めている、タイ トルはそれが理解で きる場合 は字義
通 り、そうでない場合 は意味 を与 えて翻訳 した、 とある。目録 は、書名 の読 み、 日本語書
名、書名 のフランス語訳、巻教、成立年や著者 ・時代な ど数行のフランス語の解題からなっ
ている。
目録 に収録 された作品は、『古事記』『日本書紀』「続 日本紀』など国史か らはじまり 『新
撰姓氏録』『万葉集』『愚管抄』『吾妻鏡』『群書類従』『公卿補任』『和名類従抄』『俚言集覧』
『伊呂波字類抄』『延喜式』『職原抄』『貞永式目』『公事根源』『江家次第』の文学 ・字典 ・法
律 ・制度 など合わせて84点 である。 これら古典の内容 を概観するため亨和2年(1802)に 刊
行された尾崎雅嘉 『群書一覧』の分類で点数を示せば表3の ようになる。
これ ら古典 の 「著名 目録」 をみると、『古事記』『日本書紀』な ど国史類および 『保元物
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語』『平治物語』『源平盛衰記』『信長記』など雑史類のよ
うに歴史書が圧倒的である。歌集 は 『万葉集』 くらいでい
わゆる文学 は物語が数点あるだけ、そして、家系 ・系図を
しめす 『新撰姓氏録』『尊卑分脈』、俗語字典や字典である
『俚言集覧』『伊 呂波字類抄』、制度 ・法令 ・有職 などであ









に刊行 された哲学 ・歴史 ・文学 ・考古学 ・民族学 ・美術関
係の図書からなるPrincipauxouvragesparusen1924,
1925et1926が ある。 これには、巻数 ・ページ ・活字の
号数 も記されている。収録 された著作 は、1924年 の宇井伯
寿 『印度哲学研究』、宇野哲人 『儒学史』、内藤虎次郎 『日
本文化史研究』、鳥居龍蔵 『日本周囲民族の原始宗教』、津


















































話伝 説 の研 究』、姉崎 正 治 『切 支丹 宗 門 の迫 害 と潜 伏』、新村 出 『南蛮 広 記』、金 田一 京助
『アイ ヌの研究』、三浦 周行 『続 法制史 の研 究』、柳 田国 男 『海南小 記』 な ど19点 、26年 は服
部宇 之吉 『孔 子及孔 子教』、小金 井良精 『小類学 研究』、穂積 陳重 『実 名敬避俗 研究』、沼 田
頼輔 『日本紋 章学』、 田辺 尚雄 『日本 音楽 の研究 』、平 泉澄 『中世 に於 ける精 神生活 』、伊 波
普猷 『孤 島苦 の琉球 史』、 南方熊楠 『南 方随筆』 な ど26点 で、 ほ とん ど専門学術書 か らなる。
ちなみ に、大 阪府 立図書館 の十進 分類法 でその分野別 内訳 をしめせ ば表4の よ うにな る。
選択 の作業 にあた ったのが赤松秀 景、 それ を指導 したのが姉 崎正治 であ り、採録が学術 書
に傾 くにして も文 学書が あ まりに少 ない。小説 にい たって は1点 もな く、文学 ・語学 が3点
とい うの はさび しい。哲学 や史 学 を中心 に、 日本研究 の書物 だけでな く東洋研究 に資 す る著
作 を も配慮 して選ん だよ うで はある。専門 分野の研究 でそれ ぞれ基礎 をな した人々 の学術 書
著作 としての著 名図書 とい うべ きものであ った といえ る。
第2冊 目は、1927、28、29年 の著作 か らな るBibliographiejaponaise,Principauxouvrages
parusen1927,1928et1929,Philosophie,sociologie,馘ucation,histoire,litt駻ature,linguisti-
que,arch駮logie,folkloreetbeaux-arts.で刊行 は1930年5月 で あった。 この目録 で は先の も





総記 2点 1.4% ll44点 1.1%
哲学 32 22.6 6053 5.7
宗教 22(2) 16.9 8456 8.0
歴史 33 23.2 5115 4.8
地理、伝記 5 3.5 8974 8.4
社会科学、教育 11 7.8 26624 25.0
科学、医学 2 1.4 17033 16.0
芸術、諸芸 7 4.9 7632 7.2
語学 17(1) 12.7 8365 7.9
文学 8 5.6 16937 15.9














この目録 には、委員会の名前で 「はしが き」がかかれている。それは次のようである。
ここに提出する日本書誌 は、東洋学のさまざまな部門に関しての主要な著作からなって
いる。哲学 ・歴史 ・文学 ・言語学 ・美術などの分野で1927、28、29の 最近3年 に刊行 さ
れた著作からな り、それぞれの著作に簡単な説明を付 した。 これは完全ではないが、あ
る一定の範囲内で意義があ り有用であること、つまり容易にそれを知ることがで きない
人々にこのような目録 を公 けにし、 日本における調査 ・研究の傾向を指 し示す ことがで
きた らと願っている。 この日本書誌 は委員会により委託されて赤松秀景氏のご尽力で準
備 された。 また姉崎正治博士には多忙のなか助言 をくださ り刊行を指導していただい
た。感謝の意を表 したい。 知的協力 日本国内委員会東京1930年5月
この目録で採録された著作 は、1927年 、矢吹慶輝 『三階教の研究』、村上専精 『仏教統一
論』、栂尾祥雲 『曼陀羅之研究』、桑原隲蔵編 『東洋史説苑』、土屋喬雄 『封建社会崩壊過程
の研究』、藤村作 『近世 国文学序説』、小野武夫 『日本村落:史考』、藤田元春 『日本民家史』
など22点 、28年 には小川琢治 『支那歴史地理研究』、新城新蔵 『東洋天文学史研究』、本庄栄
治郎 『近世封建社会の研究』、芳賀矢一 『日本文献学 文法論 歴史物語』、伊庭孝 『日本音
楽概論』、高野辰之 『日本演劇の研究』、黒正巌 『百姓一揆の研究』、幸田成友 『日本経済史
研究』など24点、29年 には岡田正之 「日本漢文学史』、高橋亨 『李朝仏教』、京城帝国大学法
文学会編 『朝鮮文化の研究』、徳富猪一郎 『維新回天史の研究』、石川謙 『日本庶民教育史』、
瀧川政次郎 『日本社会史』、藤沢衛彦 『明治風俗史』、日夏耿之介 『明治大正詩史』、佐久間
鼎 『日本音声学』、折口信夫 『古代研究 民俗学篇 国文学篇』、上田恭輔 『支那陶磁の時代
的研究』な ど25点である。
これについても分類ごとの内訳を示 してみる(表5;前 ページ)。
「はしが き」に、東洋学の分野を採録するとうたっているように日本に関 してだけでな く中
国 ・朝鮮 にかんするものが数多 く入っている。 これは、日本において 「支那学」や朝鮮につ
いての研究がすすんでいたことを示 しているだけでな く、東洋 および東洋学に対する日本
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の、誇示 ・自負の表われで もあったろうか。また経済 ・社会分野の著作 も今回入 っている
が、 これ も大学での学部の再編成などにみ られる学問の分化 ということと関わっているので
あろう。文学史や語学書 は今回多 く採録 されているが、 ここでも文学作品は紹介されていな
い。日本の文学が 〈日本〉 として外国に紹介され るにはまだ期が熟 していない ということな
のかもしれない。
最後 に、 これは刊行年が不明であるが、明治時代に出版 された図書か らなる著名図書 目録
で・BibliograPhieJaPonaise(BibliogrmphiecomPrenantlesouvragesd'e'tzadesde1働09鷹
乃4の)が ある。「注」には、特殊な研究に属するものは除 き出版年順に配列 した、 とある。
それぞれは、著者名 ・書名のローマ字読み、書名のフランス語訳、刊行年、活字の号数、著
者 ・書名の日本語、そして数行のフランス語 の解題か らなっている。採録 された ものは、
1880年 の渡辺修二郎 『日本外交始末』、81年 の田口卯吉 『日本開化小史』、83年 の清野勉 『格
致哲学緒論』、末松謙澄 『希臘時代理学一班』、 とはじまり、藤田茂吉 『文明東漸史』、島田
三郎 『開国始末』、花房義質 『演劇通史』、勝安房 『開国起源』、吉田東伍 『日韓史断』、小中
村清矩 『歌舞音楽略史』、竹越与三郎 『二千五百年史』、井上円了 『外道哲学』、大槻文彦
『広日本文典』、姉崎正治 『印度宗教史考』、落合直文 『新編仮名遣』、井上哲次郎 『日本陽明
学之哲学』、中江篤介 『一年有半』、大西祝 『論理学』、富士川游 『日本医学史』、加藤弘之
『我国体 と基督教』、那河通世 『訳註成吉思汗実録』、大隈重信編 『開国五十年史』、早稲田大
学出版部 『大 日本時代史』、波多野精一 『基督教の起源』、喜田貞吉 『韓国の併合 と国史』、
沢柳政太郎 『孝道』、.そして1911年 の西田幾多郎 『善の研究』、宇野哲人 『孔子教育』 まで、
あわせて142点 である。 これらの著名図書 について 『国立国会図書館所蔵明治期刊行 図書 目
　　　
録』で各分類 をみたものが表6で ある。
これ らを概観 して気づ く点を列記 してみる。 まず、明治初期には維新 ・開化の ものや西欧
文明による感化 にかかわるものが散見される。維新 という日本歴史の大転換 とそれにともな
う西欧の導入である。そしてそれ以降 日本の大陸政策 に関わるもの、さらに日本文化の出自
である仏教や儒学 ・陽明学、そしてそれら中国や朝鮮の文化を融合 ・消化 し形成 して きた日
本文化論や 厂支那学」・東洋学がある。また、日本独 自の文化 としての国学 ・神道 ・武士道
に関する もの、そして日本の各分野の歴史記述な ども多 く、語学 ・国語学も目につ く。社会
科学は教育分野が中心で日本の芸術 も選ばれている。 これら明治期の日本著名図書 は、開国
以降の日本の歩みが うかがわれる選書 となっている。採録された142点 が適当な点数か どう
かは措 くとして も、これ は、海外に指 し示すべき 〈日本〉を明 らかに意識 して選択 された
〈日本〉の表出としての目録であるといってよいか と思 う。
以上、いささか長い道の りではあったが、世紀の変わ り目から第一次世界大戦 を経てつち
かわれて きたオ トレやラ ・フォンテーヌの世界書誌の試みが、国際連盟の知的協力国際委員
会およびその国内委員会 によるその国の著名図書目録 として採録 される過程を概観 し、日本
の著名 目録を 〈ニッポン図書 目録〉 と位置づけて検討 して きた。 これらの目録は、挫折しは
したが世界書誌の確立や知的営為 の国際化などオ トレらの文化活動の理念や理想を引き継い




ゆる 「対支文化事業」 という外交政策の一環 にあった。アメリカではそれは中国人のアメリ
カ留学のための基金 として使用されたが、日本ではそれにより図書館や研究機関などを設立
しようとしたのであった。なお北京近代科学図書館およびその文化活動にみられる 〈日本〉
については別 ご々記 濃 のでここで は、経過等は最小限にとどめたい。
義和団の賠償金の使途については1918年 の臨時外交調査会で検討 されはじめ、23年 には
「対支文化事業特別会計法案」が可決成立 した。そこで行なう文化事業 は、教育 ・学芸 ・衛
生 ・救恤など、そして日本への中国人留学生への同種の事業、日本でおこなう中国に関する
学術研究の事業 とされた。その学芸 とは、た とえば図書館 ・研究所 ・試験所 ・講演な どを意






委員は引き上げてしまい、それは日本国内の単独事業 として引 き継がれることにな り、28年
12月、東京 と京都 に東方文化学院が創設 されることが決定される。31年9月 の満州事変で日
中の関係 は完全 に破局をむかえ、結局北京 に一大図書館を建設するという試みはひとまず消
えてしまうのであった。
こうしていったん消えた図書館の創設ではあったが、当時北京 に留学 していた山室三良
の、北京に日本図書館 を設立すべ しとの進言が、中国での文化事業の見直しを考 えていた官
僚の構想 と結びつ くこととなり新たな展開をみせるのである。1935年 「北京人文科学研究所
ノ改組竝 日本図書館開設案」がだされる。 この日本図書館は北京近代科学図書館 とされ、収
蔵される図書 は、日本において近年刊行 されかつ権威ある科学 にかんする学術図書(大 学生
程度以上)お よび日本の産業にかんする書籍 とし、日本に留学 した者 ・大学生 ・職員 ・研究
者 に無料にて閲覧させ ることが示 された。
この 「科学 に関する学術 図書」の収集については、開館後 に館長 となる山室が異議をとな
え、図書館 は日本を紹介する図書館であるべきで人文科学関係の図書、百科事典 など参考図
書や躰 語 にかんする図書 も必窶 と、日本の外務省 磯 度か折亂 た.こ うした 〈日本〉図
書館の図書蒐集 をめ ぐっての確執の結果、第1回 の注文図書である 「運到 目録」では自然科
学や産業の学術図書が、第2回 の 「運到目録」では山室の目指す人文系の図書の注文 も出さ
れている。
こうして準備 された北京近代科学図書館 は36年12月 開館の運びとなる。 この植民地中国の
日本図書館では、あとに述べる日本語図書の収集のほか、欧文の日本研究図書、中国人 によ
る日本研究図書や東游記、日本語学習図書 を収集 し、日本語講座 も基礎講座、補充講座、師
範科、 日語研究会、日本音楽講座を各段階ごとに用意 し、そのテキス トも図書館で編纂 ・刊
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行するな ど行 き届いたものであった。 また日本人の論文を中国訳 して順次刊行した 『叢刊』
28冊 や、永井潜 ・西田幾多郎 ・北原白秋な どの論文の翻訳、「欧文日本研究書誌」「漢訳 日本
芸文類書 目」など海外の日本図書館の定番 としての書誌類 を掲載した紀要 『館刊』(6号 ま
で)、 日本語講座や活動の報告や銭稲孫による日本文学作品の中国語訳(対 訳)な どを掲載
した月刊図書館報 『書滲』などを刊行 して中国人への日本の紹介や啓蒙につとめた。また展
覧 も盛んにおこなわれ、「中国人 日本研究図書展覧会」や 「日本美術 図書図録展覧会」、時局
の進展にあわせての 「翼賛図書展覧会」「東亜関係図書資料展覧会」な ども8回 、12展 開催
されている。 こうした活動を くりひろげたこの日本図書館は、図書館 というせまい空間であ
ったが、"も う1つ の日本留学"と でもいえるものであった。
このように植民地中国での日本図書館 としての活動を熱心に展開 してきた図書館であった
が、38年12月 、図書館の監督官庁が外務省から興亜院にうつ り、また興亜院 も42年には大東
亜省 と改称、都度予算も削減されて苦しい経営 となる。敗戦前には館長の山室 と会計の園田
のふた りとなった。その山室 も昭和20年7月 応召、二等兵であった。そして敗戦 とな り、 こ
の北京近代科学図書館の収蔵書 は国民政府派遣文化接収員沈兼士により接収され、 この日本
図書館 も9年 たらずでその幕をとじた。
この北京近代科学図書館は、戦前期の日本図書館の、 また植民地図書館 としての 「役割」
を忠実にはたしたといえる。それ は、きわめて細かい各種プログラムの用意された、 ソフ ト
ではあったが 「確信」的な文化侵略であった。その活動 は、日本政府の中国侵略政策 と同伴
していた。先の日語講座 についてもその開講の契機 は37年 の日中戦争勃発であったわけであ
　
り、「日本語の教育 はその対策の一刻 も猶予すべか らざる当面の現実的問題」 と認識 され、
「事変勃発後3か 月にして 『初級日文模範教科書』巻1を 発刊 した というのも一にこの間の
事情に寄与 し得んがためであった」 というわけだ。 ここでは、 この図書館の活動が、戦争の
只中の活動であったことを示す 「事件」を2つ だけ記しておきたい。
1つ は、開館後7か 月ほどして勃発 した盧溝橋事件のなかでの図書館 の対応である。『館
刊』第1号 に 「事変中本館 日誌」が掲載 されているのでそれによりこの図書館の動 きをみて
い く。
衝突の翌7月8日 、夜間戒厳令で開館時間短縮 し7時 半 とする、夜勤者をふやし館長 と菊
池祖司書宿直、なお この日作田荘一 ら4名 参観。9日 、嘱託員 らに欠勤がでる、夜間外出者
なきによ り閉館時間5時 とする。15日 、図書の返却不能を考慮 し貸出停止。18日 、万一に備
え開架図書を書庫入れ、そうした措置で閲覧者の動揺 をまねかぬよう館長私物の蔵書百数十
冊 をこの書架にいれる。27日 避難命令により菊池司書 ら大使館区域内に避難、開館 していた
図書館の閉館通告 をいかにすれば刺激を与 えずにすむか と考慮 したが11時40分 その旨掲示、
利用者退館、職員 にも訓話 して帰宅せ しむ、大門 も固 く鎖して厳重警戒、パ ン ・西瓜 など購
入 し万一 に備えて書庫に搬入、用務員に動揺があり3時 に訓話。28日 、彭司書 ・願書記 ら砲
声のなか出勤、用務員に"館 長 も避難したので出勤 しな くて もよい"と 偽 りの通告をする、
図書館横 にて機関銃の音、電話不通となる。29日 、図書館大門外に 「あや しき群衆あ り」 と
人文科学研究所 より報知。8月2日 、 この 日よ り執務、この間に書庫裏の雑草 はび こり除
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草、図書館の後部 にも人を配置 し宿泊 させる。4日 、菊池 ・石倉 に義勇隊 ・警察署 ・憲兵隊
に慰問金 を持参させ慰問。7日 、特務機関武田来館 し会食、文化建設について語る。8日 、
日本軍入場、図書館 をか らにして出迎 え、山室 「眼熱キヲ覚ユ」、明日より開館 を決定、9
日、朝6時 半に中国人職員ほぼ到館、菊池 らも到着、山室、職員を集めて文化建設の覚悟 を
語る、新聞社 に開館の広告掲載 を交渉。
と、 こうい う経過で図書館 は8月9日 よ り開館、閲覧者数 も10月 には 「事変前」にもど
り、 また、「事変後」 には北京での日本語研究熱が一気 に高まった という。
　の
もう1つ は、閲覧室に時限発火装置がしかけられ火災が発生した 「事件」である。1938年
9月27日 午前1時 半 ころ、本館閲覧室で火災が発生、雑誌架3つ 、雑誌80種 を焼いて消し止
めた。消火にあたっての放水の被害 も含めて被害総額750円 であった。西城分館の閲覧室で
も不発で はあったが発火装置が発見 され、 また市内の日本企業で も同様の火災が発生 してい
たといい、同時多発の計画的抗 日行動であるのはあきらかであった。 この事件 は憲兵隊によ
り秘密裏に処理され図書館 は27日 、28日 を 「本館図書整理のため閲覧停止」 と称 して休館 し
た。当日 「挨拶に来館の諸氏」 として、北京中央広播電台専務理事葭村外雄(代 理 ・放送課
長木村忍)、 文化事業総委員会橋川時雄、大槻敬三、同仁会病院鹽澤院長 ・外務省留学生矢
野智広、竹内好前講師、張我軍(代 理 ・伊藤千春)、 山本正一(講 師)ほ か数氏、 と 「本館
日誌抄」に記されている。 この前後 の日記抄 をみても、「来館」 との記述はあるが挨拶 との
記述 はこの日のみであ り、 これ らは心配 して駆 けつけた人たちの見舞だったのであろう。同
年3月10日 より図書館の日本語講師を依頼 され出講 していた竹内好は(9月28日 辞意を表明
し北京大学理学院の日本語講師 となっていたが)か れの日記のなかで、27日 「朝、文院長並
に富田氏 を訪う。富田氏留守な り。橋川氏 にぶつかる。氏曰 く、昨夜、近代図書館、中原公
司等焼けた りと。即ち見舞に赴 く。巧妙なる爆薬を仕掛けありた りと。西城 は未発に了る。
他に美松食堂等 も被害 あり。その意志に烈々たるもの感ず。10時 より12時 まで理学院に授業
　
に赴 く。午後、北城及西城分館 を見舞 う。夜、杜先生宅に夕食 を饗さる」 とその一 日の行動
を記している。
北京近代科学図書館 の2つ の 「事件」 を紹介 したが、 このようにこの図書館は戦争の只中
の、いわば前線の文化基地であった。山室は創設の発案者でもあり、持ち前のきめ細かさと
使命感による全力の活動であった。状況 に強いられての、また状況 を見通しての活動であり
一層熱意 を込めての文化工作であったわけだ。先 に述べた、xxもう1つ の 日本留学"と いう
ことも、 このようにしつらえられた 「留学」であったということをもう一度確認 しておきた
い。そして図書館活動による 〈日本〉の顕現 といい、ニッポン図書の蒐集 といい、ニ ッポン
図書目録 の編纂 というのも、それ らは時局を満身におびた 〈日本〉でありニッポンであった
のである。
さて、 この北京近代科学図書館のニ ッポン図書 目録で ある。先述 のように当初 図書館で
は、蒐集図書 をめぐっての確執があった。 これらの方針 は編纂 された図書 目録 によ く反映さ
れている。1926年10月16日 という開館前の 日付を持つ第1回 目の目録 は、科学 ・医学 ・農
学 ・工業 ・産業図書の目録であり、第2回 目は精神科学 ・歴史 ・社会 ・文学 ・語学 ・美術を
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そしてまたこの目録 を寄贈する折に添付 された昭和11年9月16日 の日付 のメモには、厂こ
の目録 は正確に言えば第1回 選定書目であってこの目録 に含まれながら実際には未だ到着 し
ていない ものもある」 と記 されているが、このことは、この目録が、所蔵や利用を目的 とし
た図書目録であるというよりむしろ、所蔵すべ き図書 を外向けにアピール しようと意図し
た、いささか政略的でイデオロギー的な性格 を持 ったものであったということを示 してい
る。それゆえ、 これが当時の 〈日本〉を、また 「外地」、にたい してニッポンをより一層よく
指 し示す 目録であった ということをも意味 している。 これが この目録 を くニ ッポン図書 目
録〉 としてとりあげ、検討する理由で もある。
さて、 これら北京近代科学図書館のまとまった目録 は 『北京近代科学図書館書目』 として
全部で12冊 ある。まず 『近代科学図書館第一回運到図書館目録』である。 これは自然科学 ・
医学 ・農学 ・工業 ・産業図書 と雑誌か らなる。その内図書の点数を表7に しめす。なお、先
にも述べたが、 この目録にあげられた図書 は、あくまで開館前後に選択 され注文された図書
であり、該館の蔵書すべてではない。ただ、ニ ッポン図書 といいうる蔵書を構築 してい くた
めに、 まず優先的に選ばれた図書群である。
ちなみに一例 として生物学の例をしめせば、小松春三 『生物学精講』、石川光春 『生物学
大観』、小久保清治 『浮游生物分類学』、白井光太郎 『日本博物学年表』、市村塘 『動物植物
顕微鏡実習摘要』、小金井良精 『人類学研究』などである。





























て、それぞれの科学分野の基本的な図書 ・概説書 ・教科書な どか らな
っている。それは北京での大学教育の教科書 として使用、 といったこ
とも考慮に入れてのことかもしれない。 これらのことは、近代 日本の
この時点での到達点、つ まり明治維新前後 より西洋文明を吸収 ・消化
した上での 〈日本〉を 「近代科学」に象徴 させるかたちで現出させ中
国を啓蒙しようとした ということを意味 している。 もっといえば 「近
代科学」 とは、〈日本〉 を中国の個々人 に紹介するといった山室 の意
図とはまった く別の、物質的基礎=マ スとしての近代科学をもって日
本 を表現し、中国にたいし体制的な見地から近代化 ・工業化を遂行 し
植民地化をおしすすめていこうとのあらわれであった といえようか。
一方、山室の推進 しようとしていた人文 ・社会科学の図書や参考図
書な ど日本紹介図書の選定 は 『北京近代科学図書館(書 目第二)第 二
回運到図書 目録』で表明されている。その各分野の点数を示せば表8の ようになる。
これ ら分類項目や各図書の分類にはいささか疑問の余地 もあ り、そのことはこの 『目録』
の 「注」でも表明 されている。つまり、本来 は分類原則により分類 し記号を付 して目録 と称
すべきであるのだが、余 りにあわただしく編纂 したので正式な目録た りえず、 これは言って
みれば図書名簿 というべきものであ り、 また精神科学や歴史などを分離して考 えるとい うこ
とにも問題がないわけではない、と述べているがそのとお りであろう。総記には各分類の辞
典類 も含 まれていて、たとえば 『大言海』『日本文学大辞典』『新英和大辞典』『大百科事典』
『日本経済史事典』『国民年鑑』『日本労働年鑑』などとなっている。先の表にはとりあえず
目録のままの数字 をあげた。総記 はこのように各分野の辞事典 ・統計 ・年鑑などがあげられ
ているが、各分野の参考図書 として もまだまだ手薄ではある。精神科学については、井上哲
次郎 『日本精神の本質』、加藤仁平 『日本精神 の発達 と教育』、筧克彦 『神なが らの道』、新
渡戸稲造 『武士道』、平泉澄 『武士道の復活』、井上哲次郎 『日本陽明学之哲学』などで日本
精神 ・神道 ・哲学 ・宗教などからなるが、ここでは日本精神や国民性関連の図書の採録が中
心であることは明らかである。分類を精神科学 としていることか らもわかるように、 日本の
顕現 はまず 日本精神か らといった ことのうかがえる力をいれた選書である。
歴史 は、柳田国男編 『日本民俗学研究』、和辻哲郎 『古寺巡礼』、浜田青陵 『東亜文明の黎
明』、鳥居龍蔵 『人類学上 より見たる西南支那』、津田左右吉 『神代史の研究』、羽田亨 『西
域文明史概論』、桑原隲蔵編 『東洋史説苑』、内藤湖南 『東洋文化史研究』な ど日本史 ととも
に多 くの東洋史 ・「支那史」・「支那学」が とりあげ られている。中国にたいする 〈日本〉の
提示 としての日本史だけでな くこうした東洋学 ・「支那学」の採録には、日本 における中国
研究の提示 というにとどまらず、 日本文化の基層をなす中国研究およびそれゆえの、日本の
東洋学 ・「支那」学 に対する気負い、その水準の高さへの、過大な自負 といった ものが感 じ
られる。伝記 は本居宣長、二宮尊徳、福沢諭吉、大久保甲東(利 通)、 西郷南州(隆 盛)、 吉
田松陰、頼山陽、新渡戸稲造、夏 目漱石の10人 の評伝が見られるが、 とくにこれが日本の偉
人 というわけで もあるまい。 まだまだ選択の途上であろう。地理学 についても各地方の鉄道
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33〈 ニ ッポン図書 目録〉の系譜
省編纂 『日本案内記』がみられるぐらいで地理 ・案内などは日本を紹介する資料 としてもう
少 しとりあげられてしかるべきであろう。
社会科学は牧健二 『日本法制史概論』、穂積八束 『憲法提要』、尾高朝雄 『法哲学』、横 田
喜三郎 『国際法』、我妻栄 『民法総則』、田中耕太郎 『商法総則概論』、穂積陳重 『法律進化
論』など法律が主流で、鈴木安蔵 『日本憲政成立史』、幸田成友 『日本経済史研究』な ど政
治 ・経済 も少 しみられる。法律関係の図書に重 きがおかれているようであるが、中国におけ
る日本の経済活動などの法律的な側面 を考えてのことであろうか。
語学 ・文学、文芸 は、藤村作 「近世 国文学序説』、文部省 『尋常小学 ・高等小学国語読
本』、松浦珪三 『文語 口語対照現代 日本語文法』、山田孝雄 『日本文法学概論』、本間良平
『日華会話入門』 とそれぞれまだまだ少ないが会話 ・文法などの:蒐集の構 えが感 じられる。
ほかに岩波文庫で、『日本書紀』か ら 『万葉集』『源氏物語』などの古典文学 と、森鴎外 『う
たかたの記』、正岡子規 『墨汁一滴』、夏目漱石 『坊 っちゃん』、芥川龍之介 『侏儒の言葉』
など(当 代の)現 代文学 まで139点 を選択 している。古典や当代文学を岩波文庫で とりあえ
ず網羅 してお くという方法 は今 日の蔵書構築 で もよ く使われる手ではある。吉村冬彦 『藪柑
子集』、寺田寅彦 『万華鏡』など随筆 も少しだがみえる。
自然科学 ・医学 ・産業 ・工芸学(工 業学)図 書 も第2回 分に含 まれているがそれは第1回
の追加であろう。美術 ・諸芸 について は、東洋陶磁研究所編 『唐三彩図譜』、黒田鵬心 『日
本美術史概説』、藤懸 静也 『浮世絵』、伊庭孝 『日本音楽概論』、高橋芳雄 『茶道読本』、伊原
敏郎 『日本演劇史』などがあるが、 この時点ではまだまだ少ない。芸術は 〈日本〉の紹介に
は欠かせない分野であるが、これはのちに美術図書や図録、絵巻物の展覧会 を開催するまで
の図書群を蒐集 し、ニ ッポン図書の一角を占めることになる。
書目の第3は 『叢書論文集細 目(第 一)』 である。 これは、記念論文集の所収論文や叢書
の各巻書名の細 目である。ここに収められている図書は芸術 ・東洋史 ・日本精神 ・維新史な
ど21点 で、例 えば 『大塚(保 治)博 士還暦記念 美学及芸術史研究』『高瀬(武 次郎)博 士
還暦記念 支那学論叢』『狩野(直 喜)教 授還暦記念論叢』『内藤(湖 南)博 士頌寿記念 史
学論叢』、西晋一郎 ・磯野清 『代表的国学者の日本精神観』「日本精神研究 全7巻 』、徳富
猪一郎 『近世 日本国民史』、熊田葦城 『日本史蹟大系』などである。
書目第4『 叢書論文集細目(第 二)』 は、冀察政務委員会宋委員長の寄贈の 『四部備要」、
岩波講座の 『東洋思潮』㌃日本歴史』『日本文学』、柳田国男編 『日本民俗学研究』、寄贈され
た 『(日本大学)文 学科研究年報』『立命館文学』などの細目である。
第5の 『叢書論文集細目(第 三)』 は自然科学 ・医学などが中心で、『第一次満蒙学術調査
研究団報告』『震災予防調査会報告第百号6冊 分』『名古屋高等工業学校創立二十五周年記念
論文集』『日本内科全書』『化学研究所講演集 全6輯 』 『実用製造化学叢書』などである。
これら細 目として とられた書物はいずれも先に述べた蒐集の方針 にそって選ばれた ものであ
る。
書 目6は 、主 として日本図書の中国語訳 された中国語図書の各分類図書 と寄贈された図書
か らなる 『中文図書目録(第 一)』、書 目7は 欧文で書かれた各種団体および個人による日本
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関連図書や著作を収めたCatalogueofBookswritteninEuropeanLanguages、書 目8は 、開
館準備中の3か 月間のi援助に感謝し寄贈図書 ・雑誌の目録を作成 して謝意を表する、 とした
昭和11年12月5日 付の 「謹告」を持つ 『寄贈 日文書籍 目録』である。受贈先は、同仁会 ・上
海 自然科学研究所 ・満鉄 ・満鉄地質調査所など在 中国の機関、 日本学術振興会 ・日印協会 ・
日仏協会 ・日独協会等、そして大東文化協会 ・国際観光局な ど各種機関、大学 ・研究機関 ・
図書館 ・出版社などである。
書目9か らはようや く 『新着図書目録』 とな り、購入 ・寄贈 ・寄贈雑誌にわかれそれぞれ
を日文 ・中文 に分かってある。 日文の図書については、開館前の、いささかイデオロギー的
で外向けアピール といった色彩の強い選書に くらべて、落ち着いた選書 となっている。図書
整理に必要な分類表や件名表 目表、精神科学では、古典的な哲学や思想家 の著述 も補充さ
れ、多 く作家の作品や全集が追加 されている。
書目10は 、Catalogue(プScientificEssays,ノ?rnalsandReportsofUniversitiesand
InstitutionsinChinaandノ穡anで 中国や 日本からの欧文の寄贈雑誌の所収論文の細 目で14
機関のものからなる。 まえが きに、これ ら論文 は分類されてもいないし索引 もないが中国や
日本 の学術団体 との関係 を確立するため不十分なまま刊行 した、 との弁明がある。
書目11は 『新着図書 目録』で、書目9と 同じく開館前の北京近代科学図書館の日本図書館
としての蔵書構築の基本線 を補 うかたちで昭和12年5月 受 け入れ後の購入図書および寄贈図
書 をかなり購入し、 また寄贈で うけいれている。出版年鑑や書物随想 ・個人全集、そして岩
波文庫で欧米文学を122点 、 また同じく岩波文庫で自然科学や法律 ・政治な ど各分野の図書
を購入するなど、蔵書の裾野をひろげて きた。哲学 も西洋のものをプラ トン、アリス トテレ
スからカント、へ一ゲル、さらにプラグマティズムまで買い足 し、 また安岡正篤 『日本精神
通義』、伊藤角一 『ます らこころ』、渡辺幾治郎 『教育勅語渙発』、大西貞治 『古代 日本精神
文化 の研究』な どの 日本精神に関連する図書 も補充 している。そのほか各種 日中辞典や各国
語の辞典、国語学や文法書 も加えて、図書館での日本語講座や日本語教科書編纂 さらには館
報 『書滲』や 『館刊』の論文や中訳な ど館全般の活動 と有機的に結合できるよう蔵書 も充実
させてきたようである。
書 目12も昭和13年1月 至6月 受け入れ分の 『新着図書目録』で、 ここでは新潮文庫や春陽
堂少年文庫を入れ、また仏教やキリス ト教にかんする著作 も目につ く。 またこれは日文図書
に分類 されているが日中対訳 の読本や日語会話の類 も数多 く購入 している。 これは1939年 に
中国人 の日本研究図書、 日文原著中文翻訳書、中国人著 ・日本語学書などあわせて展覧され
た 「中国人 日本研究図書展覧会」の基礎資料 となるものである。
こうして収蔵 され構築されてきた図書 は、1940年11月 末の統計で は、図書5万2215冊 、雑
誌1504冊 、その後清華大学の蔵書 ・標本を中心に華北占領地区の資料のうち中国側 に返還さ
れた残 りの、図書館が保管することとなったいわゆる軍管理図書2万5379冊 等々あわせると
約10万 冊 を数えることとなった。先の12冊 の書 目に収 められた図書およびその後に蒐集され
た図書群 をもって占領地中国に表出したニ ッポン図書 というわけだが、図書館の開館準備期
に、〈日本〉を顕現 しようと中国にたいし気負って選択 した第1、2回 の運到 目録 をもって、
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北京近代科学図書館の 「ニッポン図書目録」 といってお きたい とお もう。
(3)〈 ニ ッポン図書 目録〉の比較 と評価 むすび にかえて
以上、ニッポン図書 目録 の源流 となるもの として、知 的協力国際委員会の 「著名図書 目
録」と北京近代科学図書館の 「運到目録」のふたつをとりあげ、その編纂の背景や経緯、内
容 について述べてきた。前者 は文字 どおり点数 も制限され精選 された著名図書のリス ト、後
者 は選定されてはいるが架蔵のための図書館の収集 リス トであった。選定 された時代 も、一
方 は1920年 代の国際連盟の活動 を背景 として1928年(昭 和3年)に 、他方は日中戦争開始前
年の昭和11年 とそれぞれに異なる。また、連盟の知的協力国際委員会 という世界から認知 さ
れオーソライズされた機関の指示による選定目録 と、いずれ破局 に向か うこととなる中国で
の植民地図書館の選択目録 ・架蔵 という違い もある。 もちろん選定の目的も異なるし主担 の
選定者 も一方は姉崎正治(宗 教学)、 他方は山室三良(中 国哲学)と 、専攻やキャリアもち
がっていた。
にもかかわらず両者は、その時代の 〈日本〉を示し、人や機関の目に映った 〈日本〉を厳
選 し、それをニッポン図書 目録 として編纂 して、他国へ世界へとお くりだした。他国へ世界
へ と日本 を表明し顕現 した目録、つまりニッポン図書目録 としてこのふたつは、並列 して検
討するに値する歴史的背景 を持 った目録であったと思う。
ここまでこの目録についてその編纂や選定の経緯:、背景にある理念を述べ、その内容 に簡
単に触れてきたのだが、 目録や蔵書の評価 ということになると大層難 しい。蔵書評価論 につ
いては1930年 代のアメリカでのチェックリス トによる評価 を論 じた河井弘志の労作 「チェッ
28)
クリス トによる公共図書館蔵書分析評価法」があるがそのなかで河井は蔵書評価の方法 を、
量的分析 として、蔵書資料総数、種類別蔵書資料数(成 人 ・児童別、一般図書 ・特殊図書 ・
地方資料別な ど)、主題別蔵書資料数、図書資料費、の4方 法、質的分析 として、チェック
リス ト法、蔵書点検(学 識経験者 などによる)、利用 との比較(蔵 書統計 と利用統計 との比
較)、Desiderataと の対照(切 実な購入希望 ・利用希望 との比較)、 蔵書類型 との対比(い く
つかの蔵書の類型を設定 し検討)の5方 法 に整理 している。 このなかのチェックリス ト法 と
は標準図書 リス トを用意 しそれで所蔵を調べて蔵書 の評価 をしてい く方法であるが、河井
は、カーノフスキーが1933年 にシカゴ近郊 の公共図書館 を蔵書調査 した折 に、ALA(ア メ
リカ図書館協会)カ タログ1926-1931(2711タ イ トル)、 ブックリス ト1932(226タ イ トル)
ほかを使用 した とのべている。日本では、 この時期 まで刊行されていた、図書館創設 の収
集 ・所蔵確認のための文部省編纂 『図書館書籍標準 目録』があ り、ちなみに明治44年6月 以
降大正4年12月 までに刊行の ものは2400部 が収載 されている。
ここで は、海外に流出したこのふたつの目録のそれぞれに重なって収録 されているものや
「著名図書」が図書館に実際 どれぐらい所蔵 されていたかなど、蔵書評価 とまではいかぬが、
河井のいう質的分析 にあたることが らにす こしでも触れてい くことでむすび としたい と思
う。
知的'協力国際委員会の 「著名図書目録」 と北京近代科学図書館 の 「運到 目録」ではともに
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哲学 ・宗教や東洋学が厚 く選ばれている。たとえば共通に採録されているもの として、宇井
伯寿 『印度哲学史』、桑原隲蔵編 『東洋史説苑』、狩野直喜 『支那学文藪』、松本文三郎 『東
洋文化の研究』、井上哲次郎 「日本古学派之哲学』『日本朱子学派之哲学』などがあげられる
が、これ はニッポンを書物で表現するにはや はり日本文化 の出自のひとつである仏教 や儒
教 ・朱子学 を、そして 「支那学」「アジア学」を表出すべき、 ということになるのであろう。
そして 「著名図書」のほうには、(著 作の年代が今少 し早 く時代背景 も異なるということも
あろうが)い わゆる日本精神を前面 にだした書物 はあまり目につかない。そのほかに両者に
共通 の選定図書 としては、国史、国文学 ・国文法がある。藤岡作太郎 『国文学史講話』、山
田孝雄 『日本文法論』、津田左右吉 『神代史の研究』、幸田成友 『日本経済史研究』などであ
る。歴史分野は日本紹介 として不可欠であろうしまた国文 ・国文法について も著名図書や日
本紹介図書 として はよくわかる。 しかしなが ら 「著名図書」のほうに当代 の文学作品がふ く
まれていないのはいかにもさみ しい。一方で、藤懸静也 『浮世絵』、今泉雄作 『日本 陶瓷
史』、奥 山錦洞 『日本書道史』、伊庭孝 『日本音楽概論』、坂井犀水 『日本木彫史』な ど日本
の美術 ・陶芸 ・音楽など芸術分野の通史 ・概説などが 「著名図書」 にも共通に採 られている
のをみる と、 日本が西洋世界に表出され得 るのは浮世絵 ・書道 ・陶芸 といった美術関係であ
ろうか と、西洋にたいするオ リエンタルな異国趣味の壁 とで もいうものを感 じさせられる。
次にこれ ら日本 を代表する知的協力国際委員会選定の 「著名図書」が当時図書館 にどれ く
　
らい所蔵 されていたかを大阪府立図書館の所蔵率でみてみる。1924、25、26年 の目録にふ く
まれる55点 のうち所蔵 は50点 で91.0%で ある。また同時期 の帝国図書館の加藤宗厚の所蔵調
査 もあるがそれによると所蔵49点 であった。また1927、28、29年 の目録所載71点 のうち大阪
府立の所蔵 は62点 で所蔵率 は87.3%、 さらに1800年 から1911年 までの明治期 の著名 図書142
点の所蔵 を 『国立国会図書館所蔵明治期刊行図書目録』で当時の帝国図書館での所蔵をみて
みると、133点 、所蔵率93.7%で ある。 日本を代表する書物 にしてはもう少 し所蔵があるか
とお もったがいささか意外な結果であった。
ちなみに、著名図書目録を編纂した知的協力国際委員会 日本国内委員会 は図書館界 とは無
関係の機関であり、国際委員会付設の 「科学 と書目の小委員会」では各国の図書館員専門家
会議 も持 たれていたが日本の図書館界 は無縁であった。姉崎 は当時日本図書館協会の専務理
事であったはずだが知的協力国内委員会 には図書館界 の代表 として出ていたのではなかっ
た。 また、 これは象徴的なことだ と思 うが、 この著名図書 目録 を図書館界 に紹介したのは、
日本 「内地」の図書館員ではな く満鉄撫順図書館館長であった大佐三四五である。『撫順図
書館報』第1号 に載ったこの報告は 「世界的良書」 と名付 けられ、その編纂の経過 も要領よ
く前文 に記 されている。1928年 にフランス、イギリス、アメ リカそれぞれの国で選ばれた著
名図書(の 一部)と ともに掲載 された同年 の日本 の著名図書=「 世界的良書」 に大佐 は、大
連図書館所蔵の図書に◎を付 している。そしてそのなかで、「大連図書館ノ特別室デ朝夕御
研究 ヲ続 ケテ居 ラレル御姿」の八木奨三郎 の著述 『満州考古学』が採録 されているのをとり
あげ、「先生ノ著書ガ世界的二価値アル良書 ト国際連盟ノ機関ニ ヨッテ正銘付ケラレタル ヲ































昭和11年12月 371 115 1
昭和12年1月 426 166 0
2月 495 165 2
3月 597 116 0
4月 1083 180 1
5月 1121 225 0
6月 1112 255 0
7月 1056 103 0
8月 490 48 2
9月 697 43 0
10月 1234 115 0
11月 2406 88 0
計 11088 1619 4
昭和15年度 25310 13907 10
表11開 館後1年 間の分類別利用冊数(館 内 ・館外)
参考 昭和15年度
総:記 595冊 8.6% 4920冊 15.0%
精神科学 141 2.1 1315 4.0
歴史科学 338 4.9 1932 6.0
法 ・経 ・社会 488 7.0 2287 7.0
文学及語学 2663 38.3 10069 30.7
自然科学 1285 18.5 2321 7.1
医学 605 8.7 2386 7.2
工業 452 6.5 1457 4.4
産業 203 2.9 875 2.7
芸術 174 2.5 5208 15.9
計 6948 100 計32770 100
置かなければならない問題であった。然るに吾人は寡聞にしてこの問題について何等の知識
を有して居なかったことは誠に慚愧 に堪えない」 と述べ、協力委員会 のメンバーにたい して
不安があるわけではないが こうした問題に日本図書館協会が協会 として発言権 を有 しないこ
とは協会の微力の証左であ り遺憾に思 う、 と続 けている。こんな ところにも、「内地」日本
の帝国図書館 と 「外地」満州の満鉄図書館 のそれぞれの場所で書物を扱 う図書館員の、〈日
本〉に対する想いの異なりを感 じさせ興味 を惹かれる。
最後に北京近代科学図書館開館1年 後の所蔵冊数 と利用状況 を示す。図書館の分類別蔵書
統計が見当 らないので運到 目録 ・新着目録のうち分類 してあるものだけの数字 をあげた。実
31)
数 と大 きく差があるが蔵書の分類比率 ということでみてお きたいとお もう。それらは表9、
表10、 表11の 通 りである。
開館後1年 間の分類別所蔵比 と利用をみてみると、精神科学や歴史 ・社会科学 は蔵書冊数






神書及宗教 ・哲学 22511 8.4
歴史 ・伝記 ・地誌及
紀行 40937 15.2
教 育 ・政 治 ・行政 ・
法 律 ・兵 事 ・社会 ・
経済 ・財政 ・統計 34529 12.8
文学 ・語学 51264 19.0
数 学 ・理 学 ・工学 33367 12.4
医学 10973 4.1
工業 ・家政 17164 6.4
産業 ・商業 ・交通運
輸 13983 5.2





宗教 ・哲学 41105 6.7
歴 史 ・伝 記 ・地 誌 65792 10.7
教 育 ・政 治 ・法 律 ・
兵 事 ・社 会 ・経 済 ・
財政 ・統計 101937 16.5
文学 ・語学 146175 23.7
数 学 ・理 学 ・工 学 90702 14.7
医学 20738 3.4
工業 ・家政 68887 11.2
産業 ・商業 ・交通 39475 6.4
美術 ・諸芸 22905 3.7
計 615867 100
の影響 もあるのであろう。参考 までに昭和15年 度の統計 もあわせてみると、総記 ・芸術 がふ





参考までにこの時期の大阪府立図書館の蔵書および閲覧 ・貸出冊数 は表12、 表13の 通 りで
ある。
北京近代科学図書館の分類別蔵書冊数の比率を大阪府立図書館のそれ と比較 してみると、
宗教 ・哲学部門は 「精神科学」にこだわっているのか冊数がまだまだ少ない。 また文学 ・芸
術 も大 きく下回っている。 自然科学 ・医学 ・工業 といったところは、「近代科学」を看板に
しているだけあって蔵書の比率 も大 きい。それで も、開館当初 の大車輪の収集にしてはまず
まずの蔵書比率であるとの印象をうける。
次に閲覧 ・貸出冊数をみてみると、北京近代科学図書館では、語学講座開講により、 また
日本図書 として日本の文学が取 り付 きやすいのか、文学 ・語学部門が圧倒的である。そして
看板の自然科学 ・医学 もよく利用 されている。一方、精神科学、歴史 ・社会科学が意外 と読
　
まれていない。ニ ッポン図書 としては 「通俗書物」があまり顧慮されず、思想や政治制度 ・
風土が異なった上で書かれた資料 としていささか硬かったのか もしれない。
以上、著名図書目録 と北京近代科学図書館の書目のふたつのニ ッポン図書 目録 について十
分 とはいえぬがその蔵書の検討をしてきた。オ トレやラ ・フォンテーヌの世界書誌作成を源
流にもつ 「著名図書 目録」は、結果的には限られた点数ではあったが、そのうちには 〈すべ
て〉を表出するという意志が含 まれていた。 また北京近代科学図書館の書目には、その時代
と状況に大 きく規定 されなが ら日本 を中国に紹介 し顕現 させ るべ き書物が採録 されていっ
た。このふたつの目録 はともに、そのように 〈日本〉を映 し出し、それぞれの時代 を反映し
た、いわば 〈日本〉 という世界のミニアチュール としての鏡であった といえるであろう。
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かつ てボルヘス は、 『バベ ル の図書館』 の なかで、 ひ とはその 図書館 の六角形 の棚 の どこ
　 　 　 　 　
かに、残 りすべてに対す る完全 な概要である本が存在すると推定 し、ある図書館員がそれ を
精読して今や神 にも相似 していると述べた。 また 『砂 の本』のなかでは、初めも終 りもない
本からページが湧 き出て くるような一冊の無限の書物 のことを書いた。その無気味で大 した
書物は 「大英博物館」 といった機関に収蔵されないで 「国立図書館につとめるわたし」 とい
う一個人の手 に落ち、その本のことを 「怪物 じみている」 と思い はじめた 「わたし」は館員
のすきをついて、図書館の地下 の湿った棚 にか くすのであった。
か くのごとく夢想され る無限 と凝縮の書物 はおぞましくまた狂気 じみてもいるが、「残 り
すべて日本に対する完全な概要」である書物 という言い方 はよくわかる気がする。図書館が
蔵書を構築す るお りには多かれ少なかれそうした世界の反映、世界の凝縮 という気分 を持




現在で も海外で日本図書館や資料室を創設す るときには、日本の 「著名図書」や 「日本精
神」を体現する、 とまでいかな くても、〈日本〉をよく表わ した書物 を集積するということ
は意識 されるであろう。 というより、 もう少 し客観的な視野に立って選書 される、 というこ
とになるのであろうか。たとえば北京外国語学院 日本学研究中心の蔵書 目録やケニヤのナイ
34)
ロビ大学 に新設 された日本語学科 に寄贈 された日本関係図書の蔵書一覧などがその例 であ
る。
ここでのべた著名図書 目録 はわずか数年でその試みは中断された。北京近代科学図書館 の
ロ の
蔵書 は戦後すぐ中国に接収 されその図書館は今 はもうない。そしてその図書館にかつてこう
　 　
して集積された 「ニ ッポン図書」の書目だけが 目録 として遺 されてしまっている。
そんな目録ではあったが このふたつの目録で体現 されようとしたその時代のニッポンは、
　 　
今 またこの時代のニ ッポンとして表出される機会が巡 ってきている。あの時代 のニ ッポンと
　 　
この時代のニッポンとどこが同じで どこが異なるのか、 もう一度振 り返ってみても無駄では
あるまい。「著名図書 目録」 と 『北京近代科学図書館書目』 はともに 〈ニッポン図書目録〉
の源流 として検討されるだけの意義があると考えた次第である。
注
1)黒 丸尚訳 早川書房1992年 。
2)モ スタファ ・エル ・アバデ ィ著 松本慎二訳 『古代 ア レクサ ン ドリア図書館』 中央公論社
(新書)1991年 。
3)河 島英昭訳 東京創元社1990年 。
4)京 都大学法学部図書館所蔵、天野敬太郎の寄贈で昭和20年3月31日 に受け入れられている。
5)以 下のオ トレらの活動 については主 としてBoydRayward,W.TheUniverseOfInfoyma-
tion,TheWorkofPaulOtletforDocumentationandInternationalOrganisation.Moscow
VINITIお よび、今 まど子 『UDCの 手引き』 日本 ドクメンテーション協会1978年 の解説な どを
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参照 した。
6)岡 村敬二 「世界書誌の夢 一オトレとラ ・フォンテーヌの世界宮殿」 『大阪府立図書館紀要』第29
号1994年 。
7)新 渡戸は1920年5月 か ら26年12月 まで事務次長をつ とめた。
8)そ の内容 については、岡本剛 「学 問芸術 の国際化問題(正 ・続)」 『国際知識』1925年4、5
月、学芸協力委員会編纂 『学芸の国際協力』(国 際連盟協会パ ンフレッ ト第69輯)国 際連盟協会 な
ど参照。
9)こ の訳語については事務局的な任 を果た していた国際協力協会では学芸協力委員会 をあて、
のちの国内委員会発会式で も 「本委員会 を学芸協力委員会 と称す」 とある(『 国際知識』1926年6
月)。 また同誌掲載の論文では智的恊力委員会 を使 っているの もみうけられるし知的協調 としてい
るもの もある。27年5月 の委員会ではこうした訳語について統一す ることを議論 しIntellectualCo
-operationは 学芸協力とした。 また山田は学芸協力と呼称 していたがのちの 『回顧録』(山 田三良
先生米寿祝賀会刊 昭和32年)で は国際知的協力委員会 と記 している。いずれ もこなれない訳語で
はあるが本稿 では、知的協力国際委員会 と表記を統一 した。
10)知 的協力国際委員会の活動をまとめた もの は先にあげた もののほか、山田三良 「国際連盟 図
書館学芸協 カー 日本学芸協 力委員会 の創設」『国際知識』1926年6月 、 『国際連盟年鑑』(大 正15
年)・(昭 和3年)・ 昭和4年 版 ・昭和5年 版 ・昭和7年 版 ・最終版 日本脱退の前後(昭 和9)な ど
参照。
11)大 正15年 版の 『国際連盟年鑑』では 「一切の図書の リス ト」 と説明 している。
12)国 際連盟の第5委 員会は 「日本の首都 に於 ける大学及図書館の受た る災厄 を悲 しみ其の文学
及科学に関する蒐集品の回復 を容易ならしむる為国際的援助の方法 を攻究する様、知的協力委員会
に根請」 した(「 学界の大損失」『国際知識』23年10月)。
13)文 学 と美術に関す る小委員会は、知的協力連続談話会 として、1932年 に第1回 「ゲーテにつ
いて」(フ ラ ンクフル ト)か ら37年7月 の第8回(パ リ)ま で開催 されている。そのうち33年10月
の第3回 「ヨーロッパ精神の将来」(パ リ)、35年4月 の第5回 「現代人の建設」(ニ ース)の 議 事
録 は 『精神の将来』 『現代人の建設』の書名で知的協力国際協会著 佐藤正彰訳で創元社か ら刊行 さ
れている。
14)こ の名称 もいろいろで前掲の山田論文では学芸協力国際学院 と訳 し、巴里国際学院 と言 い習
わ してお り、当初 『国際知識』の 「本協会ニュース」でもそれにな らっていたが、のち学芸協 力国
際協会 と呼び変えている。
15)各 部長などについては前掲山田論文参照。
16)世 界宮殿 についてはプ リンス トン大学図書館館長エルネス ト・カ ッシング ・リチャー ドソン
の"lnternationalCo-operationinIntellectualWork."TheLibrary,journal,November1,1922
にくわ しい。
17)国 内委員会の発会式およびその成立経過については 『国際知識』26年6月 の 「学芸協力委員
会発会式兼相談会」、前掲山田論文参照。なおこの知的協力国内委員会がのちの国際文化振興会の
主要な母体のひ とつ となる。そうした事情 については拙稿 「戦前期海外の 日本図書館 と国際文化振
興会」『大阪府立図書館紀要』第28号1992年 参照。
18)著 名図書 目録 とい う名称ではなかったが、文部省の編纂で、明治43年 以前刊行の もの につい
て 『図書館書籍標準 目録』が刊行され(明 治44年10月 、編纂委員は市嶋謙吉、今井貫一、佐野友三
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33〈 ニ ッポ ン図書 目録〉 の系譜
郎、田中稲城、湯浅吉郎、和田万吉、渡辺又次郎、約千点)以 降 も続けて編纂 ・刊行 されている。
「通俗図書館二於テ最先二備 付クベキ本邦刊行書籍 ノ標準 ヲ示セルモノ」 として平易で利用の多い
ものを収載 したとあるが、かな り専門的な もの もふ くまれてお り、内容的には著名図書目録 に近 い
ものであると考 えられる。
19)1927年5月 の委員会ではこの 目録のことを 「最近 出版書籍の解題書目」 とよんでいる。
20)こ こではこの著名 目録のことを 「各国名著表」 としている。
21)山 田三良 「学芸協 力国内委員代表者会議の概況」 『国際知識』1929年11月 。
22)分 類は各図書館 により異なっている。そ してこの表で はた とえば哲学 と宗教、歴 史と地理 な
ども分けて表示 した。
23)拙 稿 「北京近代科学図書館の 〈日本〉」 『日本研究』第7集1992年 。その設立経過や活動につ
いては小黒浩司 「北京近代科学図書館史の研究1・II」 『図書館学会年報』Vol.33,No.3,41987
年 に詳 しい。




26)前 掲小黒論文および 『山室三良氏インタヴュー記録 北京近代科学図書館』特定研究 「文化摩
擦」1980年 。
27)竹 内好 「北京 日記」『竹内好全集 第十五巻』筑摩書房1981年 。
28)『LibraryandInformationScience』No.91971年。
29)著 名図書 目録 の書名にはかなり誤記があ り、 また叢書名で とってい るものなどもあるので実
際の所蔵率は もう少 しあがると考えられ る。 このことはこのあとの帝国図書館の所蔵 について も同
じである。
30)131号(昭 和5年10月)お よび132号(11月)。
31)昭 和12年11月 末現在の所蔵 図書数の実際 は2万1391冊 であった(『 書滲』第24号 昭和15年12
月)。 国籍別閲覧人数 は 『書滲』第35号 昭和16年12月)、 分類別利用冊数 は前掲 『一週年報告』に
よる。
32)『 大阪府立図書館三十三年報 自昭和11年4月 至昭和12年3月 』による。
33)国 際文化振興会主催の 「対支文化工作に関す る協議会」における嘉治隆一の発言 『対支文化
工作 に関す る協議会要録第7輯 支那』。
34)『(北 京 日本学研究中心)図 書資料部蔵書 目録1985年 一88年 』1989年 、および 『(北京 日本学
研究 中心)図 書資料館蔵書 目録1989年 一1991年 』1992年 。土屋哲 「ケニヤ に日本文化研究の種 を
播 く」『図書』1990年9月 。
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